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沖
地
震
や
平
成
７
年
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

平
成
23
年
東
日
本
大
震
災
等
多
く
の
災
害
の

後
に
特
別
行
政
相
談
活
動
を
行
っ
て
き
て
い

る
。
近
年
で
は
地
震
だ
け
で
は
な
く
、
大
雨

や
山
林
火
災
等
の
地
震
以
外
の
自
然
災
害
発

生
後
に
も
特
別
行
政
相
談
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
活
動
は
、
本
来
行
政
相
談
が
持
つ

行
政
救
済
の
性
格
だ
け
で
な
く
、
災
対
法
第

８
条
第
２
項
第
16
号「
被
災
者
の
生
活
再
建
」

や
同
項
第
19
号
「
被
災
者
へ
の
情
報
提
供
や

相
談
」
な
ど
国
の
防
災
施
策
に
資
す
る
も
の

で
も
あ
る
。

　

本
論
は
、
小
職
が
令
和
６
年
１
月
１
日
の

能
登
半
島
地
震
発
災
後
に
北
海
道
管
区
行
政

行
政
評
価
局
等
が
指
定
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
記
述
が
防
災
基
本
計
画
等
で
触

れ
ら
れ
る
以
前
に
も
、
同
計
画
で
は
「
国
及

び
地
方
公
共
団
体
は
、
被
災
者
の
自
立
に
対

す
る
援
助
、
助
成
措
置
に
つ
い
て
、
広
く
被

災
者
に
広
報
す
る
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り

総
合
的
な
相
談
窓
口
等
を
設
置
す
る
も
の
と

す
る
。
居
住
地
以
外
の
市
町
村
に
避
難
し
た

被
災
者
に
対
し
て
も
、
従
前
の
居
住
地
で

あ
っ
た
地
方
公
共
団
体
と
避
難
先
の
地
方
公

共
団
体
が
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
必
要
な

情
報
や
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の

と
す
る
。」
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
総
務
省

行
政
評
価
局
で
は
、
平
成
５
年
北
海
道
南
西

１　

は
じ
め
に

　

令
和
６
年
１
月
１
日
の
能
登
半
島
地
震

後
、
総
務
省
行
政
評
価
局
や
そ
の
被
災
地
域

の
地
方
出
先
機
関
は「
特
別
行
政
相
談
活
動
」

を
実
施
し
た
。
こ
の
取
組
等
を
踏
ま
え
、
同

年
６
月
28
日
に
改
訂
さ
れ
た
国
の
防
災
基
本

計
画（
中
央
防
災
会
議
）で
は
「
国
〔
総
務
省
〕

は
、
被
災
者
に
対
す
る
各
種
支
援
措
置
の
案

内
等
に
対
応
す
る
特
別
行
政
相
談
活
動
を
行

う
も
の
と
す
る
」と
明
記
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

令
和
７
年
６
月
10
日
、災
害
対
策
基
本
法（
以

下
「
災
対
法
」
と
い
う
。）第
２
条
第
４
号
の

「
指
定
地
方
行
政
機
関
」
に
総
務
省
の
管
区

特 別

寄 稿

特
別
行
政
相
談
活
動
と

行
政
相
談
委
員
へ
の
期
待

近
畿
管
区
行
政
評
価
局
長　

竹
中
　
一
人
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予
め
準
備
し
て
い
た
が
、
ペ
ー
ジ
数
が
多
く

な
る
と
被
災
者
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
な
い

こ
と
も
あ
り
、
で
き
る
だ
け
30
ペ
ー
ジ
内
に

収
ま
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
る
。
12
月
末
ま

で
に
23
版
、
約
２
万
部
を
配
布
し
た
。
総
務

省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
件
数
は
約
８

万
件
で
あ
っ
た
。

　

な
お
、
富
山
セ
ン
タ
ー
は
、
同
年
１
月
12

日
に
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
初
版
を
作

動
に
加
え
、
①
国
・
県
・
市
町
村
等
の
行
政

の
生
活
支
援
情
報
が
一
覧
で
見
る
こ
と
が
で

き
る
生
活
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配

布
、②
特
別
行
政
相
談
所
の
開
設
、③
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
の
開
設
、
の
す
べ
て
又
は
３
つ
の

活
動
の
ど
れ
か
を
行
う
こ
と
に
な
る
。
通
常

の
行
政
相
談
は
国
民
・
住
民
か
ら
の
苦
情
や

困
り
ご
と
等
を
聴
取
す
る
受
け
身
の
活
動
が

中
心
で
あ
る
が
、
同
活
動
で
は
①
の
プ
ッ

シ
ュ
型
の
情
報
提
供
が
加
わ
る
こ
と
が
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。

３
．�

能
登
半
島
地
震
発
生
後
に�

行
っ
た
特
別
行
政
相
談
活
動

⑴　

生
活
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
・
配
布

　

中
部
管
区
行
政
評
価
局
及
び
石
川
事
務
所

は
、
各
行
政
機
関
等
が
発
信
し
た
被
災
者
支

援
に
関
す
る
情
報
等
を
ま
と
め
た
生
活
支
援

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。
震
災
発
生
か

ら
10
日
後
の
令
和
６
年
１
月
10
日
に
初
版
を

発
表
し
、
各
行
政
機
関
等
の
生
活
支
援
メ

ニ
ュ
ー
が
発
表
さ
れ
る
ご
と
に
更
新
し
て

い
っ
た
。

　

生
活
支
援
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
掲
載
項
目
は

評
価
局
長
と
し
て
職
員
を
石
川
行
政
評
価
事

務
所（
以
下
「
石
川
事
務
所
」
と
い
う
。）に

派
遣
し
た
経
験
、
同
年
７
月
か
ら
中
部
管
区

行
政
評
価
局
長
と
し
て
石
川
事
務
所
や
富
山

行
政
監
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー（
以
下
「
富

山
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。）の
特
別
行
政
相
談

活
動
に
携
わ
っ
た
経
験
、
及
び
令
和
７
年
９

月
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
日
本
オ
ン
ブ
ズ
マ

ン
学
会
に
お
い
て
「
災
害
時
に
お
け
る
特
別

行
政
相
談
活
動
―
能
登
半
島
地
震
を
例
に
し

て
」
と
題
し
た
発
表
を
行
っ
た
こ
と
、
を
基

に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る（

注
）。

（
注
）�新
潟
行
政
評
価
事
務
所
で
も
特
別
行
政
相
談
活

動
は
行
わ
れ
た
が
、
今
回
は
筆
者
が
関
係
す
る

管
轄
区
域
に
限
定
し
た
。

２
．�

総
務
省
行
政
評
価
局
が
行
う�

「
特
別
行
政
相
談
」

　

通
常
時
の
行
政
評
価
局
が
行
う
国
民
・
住

民
か
ら
の
相
談
は
、
電
話
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
で
の
受
付
、
役
場
等
で
定
期
的
に
開
催

さ
れ
る
行
政
相
談
所
で
の
受
付
が
基
本
で
あ

る
。
し
か
し
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た

場
合
の
特
別
行
政
相
談
活
動
は
、
通
常
の
活

特別寄稿
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ⅲ　

巡
回
型

　
　

�　

定
例
拡
大
型
の
特
別
行
政
相
談
所
の

開
設
が
で
き
な
か
っ
た
奥
能
登
６
市
町

等
で
は
、
開
設
可
能
な
会
場
の
確
保
が

困
難
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
市

町
の
職
員
と
調
整
の
結
果
、
役
場
の
庁

舎
の
ロ
ビ
ー
の
一
角
な
ど
空
き
ス
ペ
ー

ス
を
利
用
す
る
形
で
開
設
し
た
。
こ
の

タ
イ
プ
の
相
談
所
は
広
域
避
難
所
、
２

次
避
難
者
へ
の
支
援
物
資
の
配
布
拠
点

等
で
も
行
わ
れ
た
。
令
和
６
年
12
月
末

ま
で
に
計
27
回
開
設
し
た
。

　
　

�　

ま
た
、
同
タ
イ
プ
の
相
談
所
を
富
山

セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
６
年
２
月
ま
で
に

２
回
開
設
し
た
。

　

ⅳ　

特
別
設
置
型（
ス
ポ
セ
ン
型
）

　
　

�　

令
和
６
年
１
月
８
日
、
金
沢
市
内
に

あ
る
「
い
し
か
わ
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー（
ス
ポ
セ
ン
）」
に
１
・
５
次
避
難

所
が
開
設
さ
れ
た
た
め
、
ス
ポ
セ
ン
の

管
理
者
で
あ
る
石
川
県
に
特
別
行
政
相

談
所
の
設
置
を
依
頼
し
、
同
月
13
日
か

ら
相
談
ブ
ー
ス
１
か
所
確
保
し
た
。
相

談
ブ
ー
ス
設
置
か
ら
３
月
ま
で
に
45
回

開
設
し
た
。

合
福
祉
セ
ン
タ
ー「
ワ
ー
ク
パ
ル
七
尾
」

で
震
災
後
初
の
開
設
と
な
っ
た
。
石
川

県
の
各
地
で
12
月
末
ま
で
に
計
20
回
開

設
し
た
。
特
に
需
要
が
多
か
っ
た
住
宅

金
融
支
援
機
構
、
弁
護
士
、
行
政
書
士
、

建
築
士
に
は
ほ
と
ん
ど
の
合
相
型
特
別

行
政
相
談
所
に
協
力
い
た
だ
い
た
。

　
　

�　

ま
た
、
同
タ
イ
プ
の
相
談
所
を
富
山

セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
６
年
３
月
ま
で
に

２
回
開
設
し
た
。

　

ⅱ　

定
例
拡
大
型

　
　

�　

行
政
相
談
委
員
が
各
市
町
で
普
段
開

催
し
て
い
る
定
例
行
政
相
談
所
を
活
用

し
、
特
別
行
政
相
談
所
と
し
て
も
広
報

す
る
と
と
も
に
、
各
市
町
や
行
政
相
談

委
員
、
関
係
行
政
機
関
等
の
協
力
を
得

て
開
催
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
タ
イ

プ
の
行
政
相
談
所
は
行
政
相
談
委
員
や

市
町
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
12
月
末
ま

で
に
計
64
回
開
設
し
た
。

　
　

�　

ま
た
、
同
タ
イ
プ
の
相
談
所
を
富
山

セ
ン
タ
ー
で
は
令
和
６
年
２
月
ま
で
に

13
回
開
設
、
福
井
セ
ン
タ
ー
で
は
同
年

１
月
に
５
回
開
設
し
た
。

成
し
、
12
月
末
ま
で
に
21
版
、
約
２
６
０
０

部
を
配
布
し
た
。
ま
た
、
福
井
行
政
監
視
行

政
相
談
セ
ン
タ
ー（
以
下
「
福
井
セ
ン
タ
ー
」

と
い
う
。）は
、
同
年
１
月
12
日
に
同
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
初
版
を
作
成
し
、
２
月
末
ま
で
に

４
版
を
配
布
し
た
。

⑵　

特
別
行
政
相
談
所
の
開
設

　

能
登
半
島
地
震
で
は
、
震
災
同
日
に
石
川

県
内
17
市
町
、
富
山
県
内
13
市
町
村
に
災
害

救
助
法
が
適
用
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
石
川
事

務
所
及
び
富
山
セ
ン
タ
ー
は
特
別
行
政
相
談

所
を
開
設
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
今
回
の
特

別
行
政
相
談
所
の
開
設
形
態
は
４
つ
の
タ
イ

プ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ⅰ　

合
相
型

　
　

�　
「
合
相
」
と
は
各
行
政
機
関
等
の
行

政
相
談
窓
口
が
同
じ
会
場
に
集
ま
り
、

相
談
者
か
ら
の
苦
情
や
困
り
ご
と
等
を

聴
取
す
る
行
政
相
談
所
の
こ
と
で
あ

る
。

　
　

�　

こ
の
タ
イ
プ
の
相
談
所
の
開
設
は
、

震
災
後
１
か
月
を
目
途
に
奥
能
登
６
市

町
で
開
設
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
令
和

６
年
２
月
３
日
に
七
尾
市
の
勤
労
者
総



４
．�

特
別
行
政
相
談
活
動
に
お
け
る

行
政
相
談
委
員
へ
の
期
待

　

行
政
評
価
局
は
、
行
政
相
談
委
員
を
通
じ

て
市
町
村
の
協
力
が
得
や
す
く
、
特
別
行
政

相
談
活
動
が
行
い
や
す
い
状
況
を
生
み
出
し

て
い
る
。
能
登
半
島
地
震
発
生
直
後
に
市
町

村
内
の
緊
急
時
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

て
い
る
中
で
も
、
比
較
的
早
い
段
階
か
ら
特

別
行
政
相
談
所
が
開
設
で
き
た
の
は
、
行
政

相
談
委
員
が
普
段
か
ら
市
町
村
と
行
政
評
価

局
の
橋
渡
し
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
所
以

と
考
え
る
。

　

ま
た
、
通
常
の
行
政
相
談
活
動
に
お
い
て

各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
同
で
相
談
所
を
開

設
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
行
政

相
談
委
員
の
中
に
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

や
保
護
司
等
の
行
政
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
兼
職

し
て
い
る
方
や
自
治
会
の
世
話
役
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

活
動
等
に
従
事
し
て
い
る
方
が
多
数
い
る
。

こ
の
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
横
の
連

携
も
期
待
で
き
る
。
被
災
地
域
の
行
政
相
談

委
員
の
中
に
は
、
住
民
へ
の
安
否
確
認
等
の

実
施
、
炊
き
出
し
へ
の
参
加
、
悩
み
事
へ
の

傾
聴
、
士
業
と
し
て
の
無
料
相
談
へ
の
参
加

実
施
す
る
被
災
者
支
援
策
に
関
す
る
情
報
提

供
や
そ
の
相
談
窓
口
の
案
内
等
を
行
う
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
令
和
６
年
１
月
12
日
か
ら

順
次
開
設
し
て
い
き（
最
大
６
回
線
）、
令
和

７
年
３
月
31
日
ま
で
無
料
電
話
相
談
を
行
っ

た
。

⑶　

�

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
の
開
設（
無
料
の
電

話
相
談
）

　

各
行
政
機
関
等
に
被
災
者
支
援
策
に
関
す

る
行
政
相
談
が
相
当
数
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
各
行
政
機
関
等
が
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特別寄稿

「スポセン型特別行政相談所の開設状況」

開設期間 １月13日～２月12日 ２月13日～３月28日 

受付日 土日を含む毎日 毎週火曜日、木曜日

受付時間 10時～15時 同左

「フリーダイヤルの開設状況」

開設年月日
１月12日　石川事務所及び本省評価局
１月18日　中部管区局

電話番号 0120-776-110

受付時間 ８時30分～17時15分（５月31日まで土日及び祝日も受付）

対象地域 石川県内全域

回線数 各局所２回線、計６回線

報道発表 １月11日に石川事務所及び本省評価局がそれぞれ実施
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行
政
評
価
局
行
政
相
談
企
画
課（
２
０

２
４
）「
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
特
別
行
政
相

談
活
動
」（
季
刊
行
政
相
談
１
８
１
号
）Ｐ
８
―

11中
部
行
政
相
談
委
員
連
合
協
議
会（
２
０
２
５
）

「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
行
政
相

談
委
員
の
活
動
の
記
録
」

件
数
が
５
７
６
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
５
年

度
３
，２
５
４
件
、
６
年
度
２
，７
５
２
件
と

大
幅
に
増
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
石
川
事
務
所
管
内
の
行
政
相
談
委

員
が
受
け
付
け
た
行
政
相
談
件
数
も
元
年
度

か
ら
４
年
度
の
平
均
件
数
が
５
９
８
件
で

あ
っ
た
の
に
対
し
５
年
度
９
１
１
件
、
６
年

度
１
，０
２
７
件
と
約
２
倍
に
な
っ
て
お
り
、

普
段
行
政
相
談
に
縁
が
な
か
っ
た
人
も
相
談

に
結
び
付
け
て
い
る
。

　

行
政
相
談
委
員
の
平
常
時
の
活
動
は
、
メ

デ
ィ
ア
を
活
用
し
た
広
報
ほ
ど
目
立
つ
も
の

で
は
な
い
が
、
着
実
に
行
政
相
談
の
信
頼
性

の
構
築
と
地
域
に
お
け
る
Ｐ
Ｒ
に
貢
献
し
て

い
る
と
考
え
る
。

　

こ
こ
ま
で
行
政
相
談
委
員
へ
の
期
待
を
述

べ
ま
し
た
が
、
災
害
発
生
後
は
、
行
政
相
談

委
員
も
被
災
者
と
な
る
場
合
も
あ
る
た
め
、

ま
ず
は
行
政
相
談
委
員
ご
本
人
や
ご
御
家
族

等
の
安
全
確
保
・
体
調
管
理
が
第
一
に
考
え

て
い
た
だ
き
、
災
害
時
の
行
政
相
談
委
員
と

し
て
の
活
動
は
、
無
理
の
な
い
範
囲
で
対
応

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

な
ど
行
政
相
談
活
動
以
外
の
支
援
活
動
を

行
っ
て
い
た（
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に

お
け
る
行
政
相
談
委
員
の
活
動
の
記
録
Ｐ

５
）。

　
「
地
方
創
生
２
・
０
基
本
構
想
施
策
集
」（
令

和
７
年
６
月
13
日
内
閣
官
房
）に
は
「
国
・

地
方
公
共
団
体
や
「
産
官
学
金
労
言
士
」
の

各
種
団
体
を
も
巻
き
込
ん
だ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
実
施
を
通
じ

て
、
行
政
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
産
官
学
金
労
言

士
等
で
の
地
域
課
題
解
決
力
を
向
上
さ
せ
、

安
心
し
て
働
き
、
暮
ら
せ
る
地
方
の
生
活
環

境
の
創
生
を
推
進
す
る
」
と
記
載
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
間
の
連
携

は
特
別
行
政
相
談
活
動
に
と
っ
て
心
強
い
。

　

一
方
で
、
災
害
発
生
直
後
に
特
別
行
政
相

談
所
を
開
設
し
た
際
、
被
災
者
の
行
政
相
談

へ
の
遠
慮
が
ち
な
様
子
が
見
ら
れ
た
と
の
報

告
を
受
け
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
早
期
に

解
消
し
た
要
因
の
一
つ
に
は
、
行
政
相
談
委

員
が
普
段
か
ら
の
行
政
相
談
活
動
や
そ
の
Ｐ

Ｒ
活
動
を
通
じ
て
地
域
住
民
と
の
信
頼
関
係

を
構
築
し
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

石
川
事
務
所
で
受
け
付
け
た
行
政
相
談
件

数
が
令
和
元
年
度
か
ら
４
年
度
ま
で
の
平
均
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